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IoT

Internet of Thingsの略。IoTは、一般的にモノのインターネットと言われている。
コンピューターなどの情報・通信機器だけでなく、世の中に存在する様々な物体
（モノ）に通信機能を持たせたり、インターネットに接続したり相互に通信する
ことにより、自動認識や自動制御、遠隔計測等を行うこと。

4、20、39

ICT Information and Communications Technology（情報通信技術）のこと。
18、64、83、84、
112

医業収支比率
医療機関別の経営指標として収益状況を見るための比率。「医業収益」÷「医業
費用」×100で算出され、100％を切る医療機関は、収益的収支が均衡しておらず
赤字の状態となっていると考えられる。

91

医療的ケア児
日常生活を送るために痰の吸引や経管栄養などの医療的ケアを必要とする子ども
のこと。

96

イングリッシュ
コーディネーター

英語指導の経験豊かなネイティブ・スピーカーで、教員やALTに対して授業改善
や指導力向上のための指導や助言を行い英語教育の充実を図ったり、幼稚園・保
育所・認定こども園において外国の文化や習慣についての理解を深める体験活動
の充実を図ったりする、学校教育課所属の英語・外国語指導員。

83

AI
Artificial Intelligenceの略。人間の知的営みをコンピュータに行わせるための技術の
こと、または人間の知的営みを行うことができるコンピュータプログラムのこ
と。一般に「人工知能」と和訳される。

4、20、39、49

ALT
Assistant Language Teacherの略。外国語を母国語とし、小中学校、高等学校で生
徒の英語発音や国際理解の向上を手助けする外国語指導助手。

83

エシカル消費
エシカルとは倫理的、道徳的という意味で、エシカル消費とは人や社会、地域、
環境に配慮した商品やサービスを自発的に選択して消費することをいう。

75、76

SNS
Social Networking Serviceの略。インターネット上で人と人のコミュニティを形成
するサイトで、趣味、出身、その他の共通のつながりにより、人間関係を構築す
る場を提供するサービス。

53、85、101、107

SPD（院内物流シ
ステム）

Supply Processing and Distributionの略。医薬品・医療材料などの主に日常的に使用
する物品の購買・供給・搬送などを一元的に管理するシステム。

91

MRI
Magnetic Resonance Imagingの略称。核磁気共鳴現象を利用して生体内の内部の情
報を画像として構成する技術、またはそれを行うための機器。

90

エンディングノー
ト

自身の死後や病気・老化により意思を伝えられなくなったときに備え、家族や周
囲へ自身の希望や伝えるべきことを書き留めておくノート。

75

オープンスクール
入学を検討している生徒に校舎を開放し、学校への理解を深めてもらうためのイ
ベント。

83

家族防災会議
本市では、台風９号災害のあった８月９日と阪神淡路大震災のあった１月17日を
「家族防災の日」とし、毎年この日の夕食後に、家族で災害への備えについて話
し合うこと。

69

カーボンニュート
ラル

二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」から、森林などによる「吸
収量」を差し引いて、合計を実質的にゼロにすること。

33、57

学校園所パート
ナーシップ事業

幼稚園、保育所、認定こども園から小学校・中学校への円滑な接続をめざすこと
を目的とし、各中学校区で取り組んでいる市独自の学校園所連携事業。

81、82

家庭児童相談室
専門の相談員が児童の養育、児童虐待など、家庭内の様々な問題についての相談
を受け、支援を行う機関。

78
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簡易土留工 斜面や崖などの土砂が崩れるのを防止するための構造物を設置すること。 70

関係者評価
幼稚園、保育所、認定こども園の関係者（保護者や地域住民など）により構成す
る評価委員会が、園所の運営状況について、自己評価をもとに、保護者アンケー
ト結果等を参考に検証、評価し、改善に意見を述べること。

81、82

関係人口
移住してきた「定住人口」でも、観光に来た「交流人口」でもない、地域や地域
の人々と多様に関わる人々のこと。

4、20、21、31、
32、33、34、52

観光プラット
フォーム

観光振興の取組を持続的に行うため、市民・事業者・行政など多様な主体が連携
し、理念や目標を共有して利害を調整しながら、円滑に協力体制を築くための基
盤のこと。

52

患者逆紹介率 病院から他の医療機関に紹介した患者の割合。 91

患者紹介率 受診した患者のうち、他の医療機関から紹介されて来院した患者の割合。 91

基幹相談支援セン
ター

障がいのある人やその家族などの総合相談や権利擁護、虐待防止などについて地
域の中核的な役割を担う機関。

キャリア教育
社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通し
て、一人ひとりの発達を促す教育。

18、83

キャリアノート
児童・生徒が、学んだことや自分の成長を記録し、自分を見つめることで、将来
の夢や目標を見つけて、それをかなえるための計画を立て、それに向かって進ん
でいく力を育成することを補助するツール。

83

救急救命士
急病やけが人が発生した場所から医療機関に搬送するまでの間、疾病者に対する
救急救命処置を施すことを目的とした国家資格。

71、72

緊急防災林整備
流木・土石流災害が発生する恐れのある森林整備を実施することで、スギ、ヒノ
キなどの人工林の森林防災機能を強化すること。

69

繰出金 一般会計と特別会計、または特別会計間で支出される経費 113

グリーンツーリズ
ム

都市の人々が安らぎを求めて農山村などの田舎を訪れ、自然や文化に触れなが
ら、農林業の体験や地元の人々と交流する滞在型余暇活動のこと。

53

ゲートキーパー 自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応を図ることができる人のこと。 89、93

経済循環林業シス
テム

地域内の川上から川下の林業事業者が連携し、地域材を活用した木材製品の付加
価値を付けて、需要拡大を図ることで経済循環を高める仕組み。

46

健康寿命 日常的、継続的に医療や介護に依存せず、自立した生活ができる生存期間。 39、95

５Ｒ
Refuse：ごみになるものを断る、Reduce：ごみを発生させない、Reuse：ものを繰
り返し使う、Repair：ものを修理して使う、Recycle：資源として再生利用するこ
との頭文字をとったもので、ごみ減量など環境に配慮する取組のこと。

57

国民保護計画
武力攻撃事態等から、住民の避難、避難住民等の救援、武力攻撃災害への対処な
ど、市民の生命や身体、財産を保護するための計画。

69
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合計特殊出生率
15歳から49歳までの女性の年齢別出生率（母の年齢別年間出生数÷年齢別女性人
口）を合計したもの。１人の女性が一生の間に出産する平均の子どもの数とみな
される。

8、25、32

公債費 過去の地方債の返済にかかる元利償還金と一時借入金の利子 113

合理的配慮
障がいのある人から、社会の中にあるバリア（障害となることやもの、状況な
ど）を取り除くための対応が求められたときに、負担が重すぎない範囲でバリア
の除去を行うこと。

96

国際交流協会 地域に暮らす在日外国人と日本人の交流を促進する取組を行う組織。 103、104

子育てアプリ
子育て世代に対し、市の子育てに関する情報をタイムリーに、ダイレクトに届け
るためのアプリ。イベントや子育て支援に関する情報入手、予防接種の予定や記
録の管理ができる。

78、79

子育て支援セン
ター

子育てに関する情報提供・相談・指導、子育ての学習・交流事業の実施、子育て
グループの育成・支援など、地域の子育て支援を行う機関。

78、80

子育て世代包括支
援センター

保健師等の専門スタッフが妊娠・出産・子育てに関する相談に対応し、必要に応
じて支援プラン策定や保健医療・福祉の関係機関との連絡調整など、妊娠期から
子育て期にわたる切れ目のない支援を一体的に行う機関。

78、96、97

子ども家庭総合支
援センター

子どもとその家庭及び妊産婦等を対象に、福祉に関する必要な支援等を行い、特
に要支援児童及び要保護児童などへの支援を行う機関。

78

子ども見守り110
番の家

子どもたちが学校園の登下校や公園などで痴漢や変質者等から事件に巻き込まれ
そうになったときに子どもたちを安全に保護し学校や警察等への通報に協力いた
だいている商店・民家・事業所などのこと。

74

コミュニティ・ス
クール

学校と保護者や地域が知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させることで、協
働しながら「地域とともにある学校づくり」を進める仕組み。

18、83、84

コワーキングス
ペース

パソコンやインターネットを利用し、場所の縛りがなく働く人たちが、利用者ど
うしの交流を図りながら仕事をする共同利用型の場所。

51

災害時要配慮者名
簿

東日本大震災の教訓を踏まえて各自治体に作成が義務付けられた高齢者や障がい
のある人など災害時に特に配慮が必要な人の名簿。

69

財政調整基金
地方自治体が年度間の財源の変動に備えて積み立てる基金。財源に余裕がある年
度に積み立て、災害などやむを得ない理由で財源不足が生じた年度に活用する。

111

サテライトオフィ
ス

企業または団体の本拠から離れた所に設置されたオフィスのこと。 51

砂防施設 土砂災害等を防ぐために設置される砂防えん堤や護岸のこと。 70

しーたん通信
宍粟市からの行政情報や地域内のイベント情報、防災防犯情報などを各家庭に設
置されている音声告知端から放送される通信システムのこと。 37

CT
コンピュータ断層撮影。Computed Tomographyの略。放射線などを利用して物体を
走査しコンピュータ処理することで、物体の内部構造を画像として構成する技
術、またはそれを行うための機器。

90

全国瞬時警報シス
テム（J-ALERT）

弾道ミサイル情報、緊急地震速報、津波警報等、対処に時間的余裕のない事態に
関する情報を、緊急速報メールや市町村防災行政無線などにより、国から住民ま
で瞬時に伝達するシステム。

69
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ジェネリック医薬
品

後発医薬品。有効性や安全性が認められた新薬と同じであることが実証されてい
る薬のことで、新薬と比較して低価格。

98、99

ジェンダーギャッ
プ

人間は生まれついての身体的特徴に基づく生物学的性別（セックス／sex）により
区別される一方で、社会通念や慣習の中には、社会によってつくり上げられた
「男性像」「女性像」があり、このような男性、女性の区別を「社会的・文化的
に形成された性別」（ジェンダー／gender）といい、この性別により生じる格差
のこと。

110

資源循環型社会
環境への負荷を減らすため、自然界から採取する資源をできるだけ少なくし、有
効に使うことで廃棄されるものを最小限に抑える社会。

目次、15、33、
43、57、114

しそう学校生き活
きプロジェクト

学校がそれぞれの課題や運営ビジョンを基に、自主的・主体的に取り組む特色あ
る教育活動を支援し、子どもたちに「生きる力」を育むとともに、「ふるさと宍
粟を愛する」次代を担う市民の育成をめざす市独自事業。

83

しそう学校サポー
トチーム

いじめや不登校等の問題行動に関する相談・支援体制の充実を図るため、様々な
専門性を有する相談員等が連携して学校などへの多面的な支援を行う市独自事
業。

84、85

しそう学力向上グ
ランドルール

学力向上検討委員会が、市内すべての学校における学力向上の取組の充実・発展
をめざして提言している事例集の名称。

83

宍粟50名山
平成19（2007）年に発足した「宍粟50名山策定委員会」によって選定された市内
選りすぐりの50の山々。

19、26

実質公債費比率
総合的な公債費負担を表す指標で、元利償還金等が標準財政規模に占める割合。
※標準財政規模…地方公共団体の一般財源の規模を示したもの（税収＋譲与税等
＋普通交付税等）

112

指定文化財
文化財保護法、文化財保護条例により指定された文化財。有形文化財、無形文化
財、民俗文化財、史跡名勝天然記念物、文化的景観、伝統的建物群のうち、特に
重要で保存の必要のあるもの。

103、104

シティプロモー
ション

まちの魅力を市内外にアピールし、人や企業に関心を持ってもらうことで、人や
企業の誘致や定着化を図り、将来にわたるまちの活力を得ることにつなげていく
取り組みのこと。

目次、31、36、38

市民大学 18歳以上の市民が受講できる市内で開かれる講座や教室。 101

市民提案制度 市民から市政に関する提案を受け付ける制度。 37

小水力発電
一定の水量と水位差があれば発電できる小規模な発電システムで、概ね出力
10,000kW 以下のもの。河川の流水だけでなく、上下水道や農業用水などに水車を
設置することもできる。

17、57、58

小中一貫教育
初等教育（一般の小学校で行われている教育）と前期中等教育（一般の中学校で
行われている教育）の教育内容を調整し、一貫性を持たせた体系的な教育制度の
こと。

83、84

消費者市民社会
消費者一人ひとりが、自分だけでなく周りの人々や、将来生まれる人々の状況、
内外の社会経済情勢や地球環境にまで与える影響を考えて商品・サービスを選ぶ
など、公正で持続可能な社会の発展に貢献する消費行動を実践する社会。

34、75、76

将来負担比率

公営企業、出資法人等を含めた将来負担すべき実質的な負債が標準財政規模に占
める割合。
※標準財政規模…地方公共団体の一般財源の規模を示したもの（税収＋譲与税等
＋普通交付税等）

112

食育
様々な経験を通じ「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食
生活を実践することができる人を育てること。

18、83、88、89

サ行

4



第２次宍粟市総合計画後期基本計画及び第２次宍粟市地域創生総合戦略　用語解説集

解説 ページ番号用語

新学習指導要領

平成29（2017）年改訂の学習指導要領で、幼稚園では平成30年度（2018年
度）、小学校では令和２年度（2020年度）、中学校では令和３年度（2021年度）
から完全実施される。「主体的・対話的で深い学び」の導入やプログラミング教
育の充実などが位置づけられている。

4

森林環境譲与税
温室効果ガス排出削減や災害防止等を目的とした森林整備等を図るため、国内に
住所を有する個人から徴収し、間伐などを実施する市町村や支援する都道府県に
配分する税のこと。

46、47

森林経営計画
森林所有者または森林の経営の委託を受けた者が、自ら森林の経営を行う一体的
なまとまりのある森林を対象として、森林の施業及び保護について作成する５年
を１期とする計画。

46、47

森林セラピー
森林がもたらす健康増進・リラックス・癒しの効果が科学的に検証された森林浴
のこと。

26、52、53

スクールカウンセ
ラー

学校に配置され、児童・生徒の生活上の問題や悩みの相談に応じるとともに、教
師や保護者に対して指導・助言を行う専門家。

84

スクールサポート
スタッフ

教員の負担軽減を図るため、学習プリント等の資料作成や授業準備などの業務を
教員に代わって行ったり、新型コロナウイルス感染症対策のために新たに発生し
た消毒作業などの業務を行ったりする、教員をサポートするスタッフ。

83、84

スクールソーシャ
ルワーカー

いじめや不登校、虐待、貧困など、学校や日常生活における問題に直面する子ど
もを支援する社会福祉の専門家。

85

スケアード・スト
レート

交通事故現場の再現など学習者に恐怖を実感させることで、危険行為を未然に防
ぐための教育方法。

73

スポーツ立市

市民が日常的にスポーツに親しみ、活動的で健康的な生活を営むことができるま
ちの実現、地域外からスポーツを目的とした観光客を呼び込む「スポーツツーリ
ズム」により経済効果を生み出すなど、スポーツをまちづくりの柱としていくこ
と。

105

生活圏の拠点
町域を１つの「生活圏」と捉え、その中に小売店舗や金融機関、医療機関、公共
施設など日常生活に必要な様々な機能を備えた拠点。

目次、16、22、
23、24、31、34、
43、64、65、114、

総合防災訓練
中央防災会議で決定された総合防災訓練大綱に基づく訓練。国や地方自治体、住
民などの主体が連携した訓練を実施し、実践的かつ効果的な訓練とすることが求
められている。

69

ソーシャルメディ
ア

SNSやツイッターなどに代表される、誰もが参加でき、双方向でコミュニケーショ
ンを取ることで、人と人を繋ぐ媒体のこと。

101

第三者評価
自己評価、関係者評価結果などを基に運営全般について公正・中立な第三者機関
が専門的・客観的な立場から評価を行うこと。

82

タウンミーティン
グ

行政などが実施する主に地域住民の生活に関わる事項を話題とする対話型集会の
こと。

37

たたら製鉄
古代から近世にかけて発展した伝統的製鉄法で、西洋式の製鉄法が伝わるまで、
全国各地で行われた。名称の由来は炉に空気を送り込むのに使われる鞴（ふい
ご）が「たたら」と呼ばれていたことによる。

53、103

多文化共生
国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的ちがいを認め合い、対等な関係を
築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていくこと。

104

男女共同参画社会

全ての人が性別、性的指向、性自認等にかかわらず、社会の対等な構成員とし
て、自らの意思によって社会のあらゆる場における活動に参画する機会が確保さ
れ、もって均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することがで
き、かつ、共に責任を担うべき社会。

38、109、110

地域おこし協力隊
人口減少や高齢化などの進行が著しい地方で地域外の人材を受け入れ、地域協力
活動を行ってもらい、その定住・定着を図ることで地域力の維持・強化を図って
いくことを目的とした制度。

37、67、109、110

サ行

タ行
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解説 ページ番号用語

地域共生社会

制度や分野ごとの縦割りや支え手・担い手という役割を超え、地域住民や地域の
様々な主体が『我が事』として地域に参画し、人と人、人と資源が世代や分野を
超えて『丸ごと』つながることで、住民の暮らしや生きがい、地域を共に創って
いく社会。

92、94

地域経済循環調査
地域内の資金の流れを把握するとともに、産業の実態、地域外との関係性などを
可視化する分析を行うための調査。

51

地域包括ケアシス
テム

高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けられるよう、
住まい・医療・介護・予防・生活支援を一体的に提供する仕組み。

35、91、94

地域包括ケア病棟
急性期治療を受けた後に病状が安定した患者に対し、在宅や介護施設への復帰支
援に向けた医療や支援を行う病棟。

90、91

地域連携クリティ
カルパス

病気を発症した急性期から集中的なリハビリなどをする回復期、病状が安定した
維持期まで、患者に切れ目のない連携医療を地域内で提供するシステム。

91

地区コミュニティ
支援員

市民と行政が協働で地域の自主的な活動を支援するためのコーディネート役のこ
と。

109、110

治山
森林の維持造成を通じ、山地災害から住民の生命・財産を保全するとともに、水
源の涵養、生活環境の保全・形成などを図ること。

34、69、70

治水
河川の氾濫などの災害を防ぎ、水を統制すること。また、用水の確保などの目的
に応じて、川の水を利用しやすくする面もある。

34

地産地消 地域で生産された農林産物などを、その地域内で消費すること。 33、48

地方交付税
地方自治体間の財源不均衡を是正し、すべての自治体が妥当な水準の行政を行う
に必要な財源を保障するもの

113

地方債
地方自治体が資金調達のために負担する債務で会計年度を越えて返済が行なわれ
るもの。

112

DV
ドメスティック・バイオレンスの略で、配偶者や恋人など、親しい人間関係にあ
る、又はあった者からの暴力のこと。殴る、蹴るといった身体的なものだけでな
く、精神的・性的なものなど、様々な形がある。

18、107、108

定住自立圏構想
たつの市を中心市とした宍粟市、上郡町、佐用町による協定で、産業、自然環境、歴
史、文化など地域の魅力を活用し、相互に役割分担、連携・協力することで圏域全体
で必要な生活機能を確保し、地方圏において人口定住を促進する構想。

42、51、52、67

定住促進コーディ
ネーター

宍粟市に移住を検討している人を対象に、移住・定住に関する相談に応えたり、
地域とのつなぎ役を担う専門職。

66

デジタル録音図書 デジタル録音された音声による本。 101、102

デジタルトランス
フォーメーション
（DX）

ICTの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること。 36、39、40

出前講座
市民の学習意欲に応え、市職員が市の取組などについて、地域に出向いて説明す
る事業。

72、76、109

電子図書館
インターネット経由で電子書籍を貸し出したり、電子化された資料をみられる図
書館のこと。

101、102

タ行
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解説 ページ番号用語

特定空き家

空き家対策特別措置法で、周辺の生活環境に深刻な影響を及ぼしている空き家の
こと。放置すると著しく保安上危険または衛生上有害となるおそれのある状態、
適切に管理されていないため景観を損なっている状態にあると認められる空き家
をいう。

59

特定公共賃貸住宅
中堅所得者世帯に対して優良な賃貸住宅を供給するため、地方自治体が直接建設
し、賃貸する住宅。

59

都市計画道路 都市の基盤施設として、都市計画法に基づく都市計画決定による道路。 61、112

二地域居住
都市部と地方の２つの生活拠点をもち、定期的に地方でのんびり過ごしたり、仕
事をしたりするライフスタイル。

67

認知症カフェ
認知症の人やその家族、地域の人等、認知症を支えるすべての人々が気軽に集ま
り、なごやかな雰囲気のもとで交流を楽しんだり、相談ができる場所である。

94、95

認知症サポーター
「認知症サポーター養成講座」を受講して認知症を正しく理解したうえで、認知
症の人や家族を温かく見守る応援者。

94、95

認知症初期集中支
援チーム

認知症が疑われる人、認知症の人やその家族を早期に支援することを目的とし
て、認知症サポート医、保健師、作業療法士、社会福祉士、認知症地域支援推進
員などで構成された多職種のチーム。

94

認定農業者
農業経営基盤強化促進法に基づき、自主的に農業経営改善計画を作成し、市町村
から認定を受けた農業者。地域農業の担い手として、農地利用・資金・税制面な
どの支援を受けることができる。

48、49、55

ネットパトロール
児童・生徒のインターネット上での行動を見回り、問題投稿に対して注意喚起を
行うこと。

85

BOD
Biochemical oxygen demandの略。水の汚染を表す指標。生物化学的酸素要求量。数
値が低いほど水質が良いとされる。

56

ビッグデータ
従来のデータベース管理システムなどでは記録や保管、解析が難しいような巨大
なデータ群をいいます。明確な定義あるわけではなく、企業向け情報システム
メーカーのマーケティング用語として多用されます。

4

人・農地プラン
農業者がそれぞれの集落・地域で話し合い、農業の将来のあり方の明確化や、集
落・地域が抱える人と農地の問題を解決するためのプラン。

49

避難行動要支援者
高齢者、障がいのある人、乳幼児などの防災対策において特に配慮を要する人
（要配慮者）のうち、災害発生時、または災害が発生するおそれがある場合に、
自ら避難する事が困難であり、迅速な避難のために特に支援を要する人のこと。

69、70

ひょうご（しそ
う）防災ネット

兵庫県及び兵庫県内の市町から「避難に関する情報」などの緊急情報や、地震、
津波、気象警報などの防災に関する様々な情報を提供するサービス。

17、69、70

病床利用率 病院のベッドの利用状況を示す指標。入院患者数÷病床数×100で算出される。 91

ファミリーサポー
トセンター

市町村が設置運営し、子どもの預かり等の”援助を受けたい人”と”援助を行い
たい人”が会員となって、子育てに関する地域相互援助活動を支える制度。

78、79、80

部活動指導員
教師の負担軽減を図るため校長の監督を受け、部活動の技術指導や大会への引率
などを行うスタッフ。

84

タ行

ナ行

ハ行
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扶助費
社会保障制度の一環として、児童・高齢者・障がい者・生活困窮者などに対して
地方自治体が行う支援に要する経費

113

物件費 物品の購入に充てられる経費 113

普通救命講習 一般市民を対象に救命処置や応急手当を教授される講習。 71、72

普通建設事業費 道路、下水道、学校など公共施設の改良、新設のための経費 113

普通交付税

国税5税の一定割合（所得税の33.1％　酒税の50％　法人税の33.1％　消費税の
22.3％　地方法人税の100％）の額を基準財政需要額と基準財政収入額で算定し、
国から地方公共団体に交付されるもの。
※普通交付税＝基準財政需要額－基準財政収入額

111

ブックスタート
乳幼児健診などで絵本を贈呈し、絵本を通して親子がふれあうきっかけをつくる
活動。

101

フレイル 加齢により心身が老い衰えた状態。 95

ふるさと納税
応援したい自治体に寄附することで、返礼品を受け取ることができるとともに、
寄附金が所得税・住民税の控除の対象となる制度。

112

ぺレットボイラー
オガ粉やかんな屑など製材副産物を圧縮成型した小粒の固形燃料である木質ペ
レットを燃料として使用できる温水ボイラー。

57

訪問看護ステー
ション

看護師や保健師、助産師、理学療法士などが所属し、利用者の自宅を訪問し、利
用者の状態に応じた看護を提供する事業所。

90

母子・父子自立支
援員

福祉事務所に置かれ、ひとり親世帯の父、母及び寡婦などに対して、相談指導、
職業能力の向上及び求職活動に関する支援を行う専門員。

78

補助費等
市から他の地方公共団体（県、市町村、一部事務組合など）や民間に交付される
経費

113

メディアリテラ
シー

メディア（新聞、テレビ、インターネットなど）からの情報を主体的に選択し、
内容を分析して活用したり、情報を発信したりできる能力のこと。

85

木育
木の良さや文化、利用することの意義、森林が持つ役割や環境など、木や森林に
ついて、知る・学ぶ・体験するなど関わりを深めていく取組。

18、27、28、81、
83

木質バイオマス
バイオマスは木材、生ごみ、紙、動物の死骸・糞尿、プランクトンなど、化石燃
料を除いた再生可能由来の有機エネルギーや資源のこと。

46、47、57、58

モビリティマネジ
メント

渋滞や環境、個人の健康などに配慮し、過度に自動車に頼る状態から公共交通や
自転車などを適度に使う方向へと転換することを促す取組。

65

有収率
配水量に対する、料金徴収の対象になった水量の比率のこと。比率が高いほど施
設の稼働が収益に繋がっていると評価できる。

62

ＵJＩターン
大都市圏の居住者の地方移住の形態の総称。Uターンは出身地に戻る形態、Jター
ンは出身地の近くの地方都市に移住する形態、Iターンは出身地以外の地方へ移住
する形態を指す。

20、31、50

ハ行

マ行

ヤ行
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用途地域
秩序ある土地利用を誘導するため、住居、商業、工業など、市街地の大枠として
土地利用を定めるため、建物用途を制限するもの。

59

幼保一元化
少子化の進行、育児サービスの多様化に伴って生じている幼稚園と保育所のかか
える問題点を解決するため、幼稚園と保育所をひとつのものとして再編成する施
策のこと。

35、81、82

レスパイト入院
在宅療養患者が一時的に入院することで、家族介護者の休息の機会をつくり、介
護負担を軽減する目的の入院。

90、91

レファレンス業務
図書館利用者が学習・研究・調査を目的として必要な情報・資料などを求めた
際、図書館員が情報や必要な資料を検索・提供・回答する業務。

102

連携中枢都市圏構
想

姫路市を中枢都市とした、社会的・経済的に結びつきの強い8市8町（姫路市、相生
市、加古川市、赤穂市、高砂市、 加西市、宍粟市、たつの市、稲美町、播磨町、市川
町、福崎町、神河町、太子町、上郡町、佐用町）により、市・町が対等協力の立場で
団結し、①播磨圏域の経済の活性化、②圏域の魅力の向上、③住民に安心快適な圏域
づくりに取り組み、播磨圏域の地方創生を進める構想。

23、24、32、36、
42、

６次産業化
１次産業（農林漁業等）、２次産業（製造業等）、３次産業（小売、サービス業
等）を組み合わせることで付加価値を高めること。１+２+３＝６または１×２×
３＝６という計算から６次産業と呼ばれる。

17、33、46、48、
51

ワーク・ライフ・
バランス

一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすととも
に、家庭生活や地域生活などにおいても多様な生き方が選択・実現できること。

39、110

わくわ～くステー
ション

宍粟市役所内にある無料職業紹介や就労支援の機能を備えた総合的な仕事の相談
窓口。

51

ワ行

ヤ行

ラ行
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